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1. 2019年9月期第2四半期の業績（2018年10月1日～2019年3月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年9月期第2四半期 20,291 0.3 818 20.8 826 21.7 408 △1.6

2018年9月期第2四半期 20,224 2.7 677 △14.6 679 △14.3 415 △72.2

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年9月期第2四半期 35.79 ―

2018年9月期第2四半期 36.38 ―

１．当社は、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2018年９月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１
株当たり四半期純利益」を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．四半期純利益の減少の主な要因は、2018年９月期第２四半期は2017年９月期に発生した特別利益「抱合せ株式消滅差益（957百万円）」の反動減、2019年９
月期第２四半期は特別損失に「減損損失（225百万円）」を計上したことによるものです。

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年9月期第2四半期 17,868 11,244 62.9

2018年9月期 17,880 10,972 61.4

（参考）自己資本 2019年9月期第2四半期 11,244百万円 2018年9月期 10,972百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年9月期 ― 0.00 ― 11.00 11.00

2019年9月期 ― 0.00

2019年9月期（予想） ― 13.00 13.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 9月期の業績予想（2018年10月 1日～2019年 9月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,482 0.3 1,302 2.2 1,302 1.3 846 6.2 74.08

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年9月期2Q 11,438,640 株 2018年9月期 11,438,640 株

② 期末自己株式数 2019年9月期2Q 12,088 株 2018年9月期 12,086 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年9月期2Q 11,426,552 株 2018年9月期2Q 11,426,554 株

（注）当社は、2018年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2018年９月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し
て、「期中平均株式数（四半期累計）」を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する
説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績を背景に雇用・所得環境の改善と設備投資の増加

に支えられて、減速しつつも緩やかな景気回復基調が継続した一方で、海外経済の不確実性や輸出と生産の一部に

弱さが見られるなど、景気の先行きは不透明な状況で推移しております。 

 スーパーマーケット業界は、人口減少と高齢化の進行、消費構造の変化、最低賃金の改定と必要な人材確保によ

る人件費の上昇など、業界を取り巻く環境の変化に加えて、ディスカウントストアやドラッグストア、ネットショ

ッピングなどとの業種・業態の垣根を越えた競争の激化により、依然として厳しい経営環境が続いております。

 このような経営環境のもとで当社は、これまでと同様にスーパーマーケット事業に資源を集中し、当事業年度の

重点実施事項として「既存店の増床による競争力強化」、「オペレーションの改善による収益力の向上」、「人手

不足への対応と人時売上高の精度向上」、「競合店対策の徹底」、「コンプライアンスの向上と福利厚生の充

実」、「粗利益率の向上」、「人材教育の徹底」、「イトーヨーカ堂との共同販促の推進」を掲げ、変化を続ける

社会環境において、必要とされる企業であり続けるための様々な施策を実施し、販売力の強化とお客様満足度の向

上に努めております。

 また、消費者の低価格志向と買い回り傾向が強まる中で、お客様の更なる信頼と支持を得るため、新鮮かつ安全

で安心なお買い得商品及び付加価値の高い魅力ある商品の提供に努め、地域のお客様の「食のライフライン」と

「食文化」に貢献できる店作りに取り組んでおります。

 引き続き、「凡事徹底」を行動の基本とし、一人ひとりの人間力を磨くとともに、現地・現場・現品主義の徹底

と強化を図り、強固な企業構造の構築を進め、企業価値の向上に努めてまいります。

 株式会社イトーヨーカ堂との取り組みにつきましては、セブン＆アイグループのスーパーセクターで構成するス

ーパーマーケット連絡協議会を通して、情報とシナジーの共有化を図るとともに、セブンプレミアム商品の売上高

構成比の向上と共同販促の更なる推進に努めております。 

 売上高につきましては、消費支出の一進一退が続く中で、競合店対策の強化やお客様が求める商品の提供などに

より、前年同期に比べ、0.3％増となりました。

 地域別の売上高につきましては、帯広ブロックは87億55百万円（前年同期比0.5％減）、旭川ブロックは63億96

百万円（前年同期比1.4％増）、札幌ブロックは51億36百万円（前年同期比0.4％増）となりました。

 売上総利益率につきましては、商品調達コストの改善や適正在庫の維持などにより、前年同期に比べ0.5ポイン

ト改善し、25.0％となりました。また、販売費及び一般管理費につきましては、人件費の総額が増加したものの、

その他の販売管理費の減少により、売上高に対する比率は、22.2％となり、前年同期に比べ0.2ポイント改善いた

しました。 

 これらの結果、当第２四半期累計期間における売上高は202億91百万円（前年同期比0.3％増）、営業利益は８億

18百万円（前年同期比20.8％増）、経常利益は８億26百万円（前年同期比21.7％増）、四半期純利益は、特別損失

として「減損損失（225百万円）」を計上したことにより、４億８百万円（前年同期比1.6％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期会計期間末の資産につきましては、前事業年度末に比べ12百万円減少の178億68百万円となりまし

た。流動資産においては、主に現金及び預金の増加３億97百万円及び売掛金の増加68百万円等に対し、その他の減

少48百万円により、前事業年度末に比べ４億37百万円増加の51億72百万円となりました。固定資産においては、投

資その他の資産のその他の増加40百万円に対し、有形固定資産の建物の減少２億99百万円及びその他の減少１億55

百万円等により、前事業年度末に比べ４億49百万円減少の126億95百万円となりました。

（負債）

 当第２四半期会計期間末の負債につきましては、前事業年度末に比べ２億85百万円減少の66億23百万円となりま

した。流動負債においては、主にその他の増加77百万円及び未払法人税等の増加58百万円に対し、１年内返済予定

の長期借入金の減少83百万円、買掛金の減少54百万円及び賞与引当金の減少51百万円により、前事業年度末に比べ

53百万円減少の47億85百万円となりました。固定負債においては、退職給付引当金の増加18百万円等に対し、長期

借入金の減少１億29百万円及びその他の減少１億16百万円等により、前事業年度末に比べ２億31百万円減少の18億

37百万円となりました。

（純資産）

 当第２四半期会計期間末の純資産につきましては、前事業年度末に比べ２億72百万円増加の112億44百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金の増加２億83百万円等によるものであります。この結果、自己資本比率は

62.9％となりました。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、2018年11月５日の「2018年９月期決算短信」で公表いたしました通期の業績予想に変

更はありません。

 なお、通期の業績予想に対する第２四半期累計期間の実績の進捗状況は以下のとおりであります。

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

通期予想  （A） 40,482 1,302 1,302 846 74.08

第2四半期実績  （B) 20,291 818 826 408 35.79

進捗率(%)   (B)/(A) 50.1 62.8 63.5 48.3 48.3
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(2018年９月30日) 
当第２四半期会計期間 
(2019年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,987,439 3,385,234 

売掛金 486,637 554,704 

商品及び製品 868,614 887,636 

原材料及び貯蔵品 344 1,209 

その他 394,005 345,386 

貸倒引当金 △1,500 △1,500 

流動資産合計 4,735,542 5,172,670 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 4,163,025 3,863,622 

土地 6,070,442 6,070,442 

その他（純額） 964,376 808,678 

有形固定資産合計 11,197,844 10,742,744 

無形固定資産    

その他 14,490 14,490 

無形固定資産合計 14,490 14,490 

投資その他の資産    

長期貸付金 925,160 889,842 

その他 1,007,583 1,048,295 

投資その他の資産合計 1,932,743 1,938,137 

固定資産合計 13,145,078 12,695,372 

資産合計 17,880,620 17,868,042 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,543,997 2,489,783 

1年内返済予定の長期借入金 344,107 260,130 

未払法人税等 200,651 259,348 

賞与引当金 156,923 105,470 

その他 1,593,355 1,670,636 

流動負債合計 4,839,034 4,785,369 

固定負債    

長期借入金 382,785 253,407 

退職給付引当金 583,397 601,851 

役員退職慰労引当金 156,599 152,817 

資産除去債務 16,604 16,710 

その他 930,022 813,039 

固定負債合計 2,069,408 1,837,827 

負債合計 6,908,443 6,623,196 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,639,253 1,639,253 

資本剰余金 1,566,100 1,566,100 

利益剰余金 7,768,041 8,051,267 

自己株式 △2,978 △2,980 

株主資本合計 10,970,415 11,253,639 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 1,761 △8,793 

評価・換算差額等合計 1,761 △8,793 

純資産合計 10,972,177 11,244,846 

負債純資産合計 17,880,620 17,868,042 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 2017年10月１日 
 至 2018年３月31日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 2018年10月１日 

 至 2019年３月31日) 

売上高 20,224,842 20,291,572 

売上原価 15,278,068 15,228,156 

売上総利益 4,946,774 5,063,416 

営業収入 260,300 269,212 

営業総利益 5,207,075 5,332,628 

販売費及び一般管理費 4,529,613 4,513,992 

営業利益 677,462 818,636 

営業外収益    

受取利息 5,146 3,873 

受取配当金 213 208 

その他 2,463 7,595 

営業外収益合計 7,823 11,676 

営業外費用    

支払利息 5,243 2,771 

その他 560 736 

営業外費用合計 5,804 3,507 

経常利益 679,481 826,805 

特別損失    

固定資産除却損 65,823 － 

減損損失 － 225,629 

災害による損失 － 2,700 

その他 － 190 

特別損失合計 65,823 228,519 

税引前四半期純利益 613,657 598,285 

法人税、住民税及び事業税 180,094 224,666 

法人税等調整額 17,887 △35,298 

法人税等合計 197,981 189,368 

四半期純利益 415,675 408,917 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計期

間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。 
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